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１．緒言

サッカーのトップレベルの試合中に一人の選手がボールを触っている時間は、おおよそ３分程度

といわれている。このことは、試合中の大部分の時間において、サッカー選手はボールを保持する

ことなく、様々な速度での走歩移動していることを意味しており、サッカー選手のパフォーマンス

はボールを触っていない時間も含めて評価されるべきものと考えられる。

これまでにサッカー選手のフィットネスパフォーマンスを評価する中で、スプリントパフォーマ

ンスやアジリティパフォーマンスを評価するテストが一般的に用いられてきた（日本サッカー協会

［2006］, pp.10-11）。また、近年の機器デバイスの進化により、様々な年代やカテゴリーにおいても

サッカーの試合を通じてスプリント回数や移動距離が低減する事が分かっている（Buchheit M et 

al., ［2010］, Hewitt A et al., ［2014］, Slater LV et al., ［2018］）。

一方、サッカー選手のスプリントパフォーマンスとアジリティパフォーマンスの経時的な変化

についても報告がある。サッカーの試合を模した実験プロトコルでは、運動前後でアジリティパ

フォーマンスは変わらないという報告がある（Goedecke JH et al., ［2013］）。また、スプリントにお

いては、運動前後で10ｍスプリントタイムが低下した（Small K, ［2009］）ものの30ｍスプリントタ

イムは変化しない（Harper LD et al,. ［2015］）といった報告がされている。しかしながら、これまで

実際の試合前後でのスプリントとアジリティパフォーマンスの変化については報告されていない。
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　そこで本研究では、ユース年代サッカー選手を対象に、試合前後でのスプリントとアジリティパ

フォーマンスの変化を検討することとした。

２．方法

２－１．被験者およびデータ取得状況

被験者はユース年代のサッカー選手17名（年齢：16.5±0.歳，身長：170.8±6.0cm，体重：59.1

±5.2kg）であった。事前に実験の目的とデータ取得方法を説明し、同意書に署名をした17名を実

験協力者とした。実験は、人工芝グラウンドにて２日間で40分ハーフの試合を３試合行い、１試合

目の試合前（Pre）と各試合直後の３回（Post_1, Post_2, Post_3）に各被験者１回データ測定を行なっ

た。データ測定においては光電管システム（BROWER TCi TIMING SYSTEM）を地面より50cmの

高さに設置し、各被験者は各自の全力をもって光電管の間を疾走しデータを取得した。

２－２．取得データ

　３つの距離でのスプリントタイム（10m，30m，50m）とArrowhead Agility Testを用いたアジリ

ティタイムを測定した。（図１）アジリティタイムについては、左右を１本ずつ測定し、合計した

データを分析した。

２－３．データ分析方法

各被験者の測定データを測定時毎に平均値と標準偏差を算出した。その後、試合前（Pre）と第

１試合後（Post_1）、第２試合後（Post_2）、第３試合後（Post_3）の各群間について対応のある t検

定を用いて統計処理を行なった。その際、棄却率は５％水準とした。

図 1　スプリントタイム（左）とアジリティタイム（右）測定状況
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３．結果

10mスプリントタイムにおいては試合前と各試合の間に差は見られなかった。（図２）一方で、

30mスプリントにおいては、試合前と第２試合間にのみ有意な差が見られ（p<0.05）、50mスプリ

ントにおいては、試合前と第１試合後（p<0.05）と試合前と第２・第３試合後（p<0.01）で有意な

差が認められた。（図３）（図４）

アジリティテストの結果については、試合前と各試合後で顕著な差が認められた（p<0.01）（図５）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊：p＜0.05

図３　30mスプリントタイム分析結果

図２　10mスプリントタイム分析結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊：p＜0.05　　＊＊p＜0.01

図４　50mスプリントタイム分析結果
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４．考察

サッカー選手は試合中の大半の時間を、ダッシュ、ランニング、ジョギングなどの走運動と歩行

運動を繰り返している。本研究では、それらの身体活動の影響を受けて低下するパフォーマンスも

あれば、影響を受けないパフォーマンスがあることが分かった。

本研究の結果、試合前の身体な負荷の掛かっていない状態でのスプリントパフォーマンスと比較

して、第２試合後に30mスプリントパフォーマンスが低下し、また著しく低下したのは50mのスプ

リントパフォーマンスであった。

Nagahara R et al., ［2016］は、35mのスプリント中の最高速度が試合前後で低下し、その要因は選

手のランニングによる最大速度発揮能力が要因である、と報告している。また、サッカーの試合を

模したプロトコルを行った結果、10mスプリントは変わらなかったが、60mスプリントについては

有意に低下した報告もある（Stone KJ et al., ［2016］）。このようなスプリントパフォーマンスの低下

について、Rampinini E et al., ［2011］は、サッカーの試合による中枢・末梢神経系の疲労度合いが

影響している可能性を報告している。また、Callum G. Brownstein et al., ［2017］は、サッカー試合

の競技レベルが上がるほど中枢神経系と筋機能との不調和が生じ、その解決には少なくとも48時間

を必要とする、と報告している。さらには、30mを超える距離での最大速度の低下は、サッカーの

試合による疲労の判定要素となりうる可能性を示唆した報告もある（Nagahara R et al., ［2016］）。

以上のことから、本研究で得られた試合前と比較した試合後の30m以上のスプリントパフォーマ

ンスの低下は、選手の神経系の疲労を示唆するものであり、50mスプリントパフォーマンスの低下

は連戦の影響が現れたものと示唆される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊p＜0.01

図５　アジリティータイム分析結果
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一方、本研究で得られた試合後のアジリティパフォーマンスの低下については、Stone KJ et al., 

［2016］が、L-agility runを用いたサッカーの試合を模したプロトコル実施前後でアジリティパ

フォーマンスを検討した結果、有意差が見られなかったとの報告がある。また、Pavin LN et al., 

［2019］が女子サッカー選手を対象に行った研究では、Agility T-testの結果、運動後にパフォーマン

スが低下したと報告されている。さらには、短時間のアジリティによる疲労導出プロトコルの結果、

サッカー選手の着地動作中の下肢関節運動に違いが現れたとの報告がある（Cortes N et al., ［2012］）。

　アジリティパフォーマンスにおいては、様々なテストが存在しテスト間の兌換性については殆ど

検証されていないものの、身体的な疲労によって方向転換動作が変化することがいくつか報告され

ており、本研究で得られたアジリティパフォーマンスの低下も動作変化が影響した可能性が考えら

れる。

　本研究で得られた知見は、スポーツ指導現場や選手のコンディショニング調整、選手のパフォー

マンス評価等に有用となることが示唆された。
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